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(直通) 

市バス乗車料の値上げ等を答申 
               伊丹市使用料手数料等審議会 

２０２３年９月議会 

 伊丹市使用料手数料等審議会は８月３日、伊丹市の「伊丹市交通事業経営の

あり方」に関する諮問に対して答申をまとめました。 

 中でも、適正な受益者負担（利用者負担）のあり方については、コストに見合っ

た料金設定は不可避であること、約２８年間にわたって料金改定をしていないこ

とや、複数のバス事業者の運賃改定状況を考慮すると運賃値上げはやむを得な

いとしています。 

 今後、議会に対する料金改定の条例が提案され、来年２月からの値上げを想定

しています（大人２１０円→２３０円）。 

 物価高騰に加え、賃金が上がらない中での市バス運賃の値上げは市民の暮ら

しを圧迫します。みんなで「値上げ反対」の声をあげましょう。 

 

一般会計補正予算に対する質疑 

服部よしひろ議員 

９月５日（火）午前１０時より 

補正予算概要 新庁舎整備事業（クスノキベンチ作製他委託）  

６５８万円（２３年から２５年） 

新庁舎整備において、伐採する街路樹のクスノキを利用して、ベンチを６台作製。 

作製したベンチは、２０２５年度４月から開催予定の大阪・関西万博の会場に設置し本市をＰ

Ｒするとともに、万博終了後には市民広場に移設。 

 

質疑 質問① １台約１００万円超えのベンチ製作費の算定根拠は 

質問② ベンチを製作することによる市民への効果は 

質問③ 伐採したくすのきの活用法としてベンチとした理由は 

質問④ 市民広場に設置する予定のベンチは何台か 

質問⑤ 大阪・関西万博会場に設置することになった経過 

 
補正予算概要 児童くらぶ施設整備事業（南児童くらぶ） ７００万円（２２年から２４年） 

南小学校の児童数増加に伴う児童くらぶの利用希望者数の増加に対応するため、２０２５年度４月の供用開

始に向け、学校敷地内に専用棟を整備するための設計を実施。 

 

質疑 質問① 児童くらぶを別棟としなければならない理由 

質問② その設置場所はどこを予定しているか 

質問③ 近接している旧南幼稚園の跡地を活用しない理由は 

質問④ ２０２５年度の南小学校児童数の予測は 

質問⑤ 整備することで必要校庭面積は確保できるか 

 



 他の主な補正予算の概要は以下の通りです。 

 
 丹波少年自然の家は、阪神地域の「自然学校」（県内公立小学校５年生を対象に実施）の活動拠点となっ

ていました。尼崎市の脱退等を機に、２０２２年２月、構成団体の首長会議で２０２３年度末に組合を解散する

方針で合意。その後の検討で、 ①丹波市が当該施設を活用（継承）すること②丹波市の施設継承にあたっ

て、関係団体（構成団体と尼崎市）は「建物の維持に必要な費用」として、組合を経由し丹波市に改修費を支

払うことになりました。伊丹市の負担は、約３，３３７万で、今議会に議案として提出されました。 

 今後、伊丹市としても「自然学校」として活用が可能になります。 


